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建設業許可申請等における行政書士の代理申請について 

 

令 和 ５ 年 １ 月 

宮城県土木部事業管理課 

 

建設業許可申請等において，行政書士法に基づく行政書士の代理申請については，下記のとおり

取扱いますので御承知願います。 

記 

 １ 委任状の持参 

  ① 委任状は各申請・届出ごとに作成し，委任状の日付は各申請・届出の日から３か月以内の

ものとすること。 

  ② 委任の範囲は具体的に記載すること。 

  ③ 委任状には行政書士の登録番号（行政書士証票の番号）を記載すること。 

  ④ 委任状は窓口での提示ではなく提出すること。 

    ※原本の返却を希望する場合は，原本を提示の上，写しを提出すること。 

                                         

２ 申請者の記載 

① 申請者，届出者の欄は，行政書士の記名押印で可とする。その際，上段に申請者名（法人     

である場合には法人名及び代表者名）は必ず記載すること（押印は不要）。 

  ② 申請書の申請事務担当者の欄には，当該代理申請を行った行政書士の連絡先を必ず記載

すること。 

 

 ３ 建設業許可申請に係る予約の場合 

   代理人（行政書士，行政書士法人等）が予約による建設業許可申請をする場合は，複数の申

請を行うときも，申請 1件（1社）ごとに予約が必要です。 

同一代理人が同一日に同一土木事務所において複数業者の予約による許可申請を行う場合

は，審査日１日につき 3件（3社分）を限度とします。 

   また，予約開始日には多くの予約電話等が見込まれることから，予約開始日のみ同一代理人

が同一土木事務所に予約できる件数は，6件（6社分）までを限度とします。なお，予約開始

日の翌日以降は，予約件数の制限はありません（上記の審査日 1日につき 3件（3社分）の制

限はあり）。 

 

４ 経営規模等評価結果通知書等の発送 

   代理人が経営規模等評価結果通知書等の受領を委任されている場合には，当該代理人あて

に送付しますので，申請時に返信用封筒（代理人の宛名及び裏面に申請者名及び許可番号を記

載）を添付すること。 

 

５ その他 

   行政書士が申請を代行する場合，申請者欄には申請者名のみ記名し，書類の作成も行った場

合は行政書士法施行規則第９条第２項に基づき，申請書の欄外に書類作成者として行政書士

名を記名して押印すること。この場合は委任状の提出を要しないが，自ら代理人として提出書

類の訂正等を行うことは出来ない。 
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※経営事項審査における経営状況分析申請の代理申請等については，各登録機関にお問合わせ

ください。 

 

 

 
 

委  任  状（例） 

 

 

  私は，次の者を代理人と定め，下記の事項を委任します。 

 

  （〒○○○－○○○○）仙台市○○○○○○○○○○○○○ 

   電話○○○－○○○－○○○○ FAX○○○－○○○－○○○○ 

     ○○行政書士事務所   行政書士 ○○ ○○ 

                 行政書士番号○○○○○○ 

 

 

記 

 

（例）・建設業許可申請に係る書類の作成及び手続 

   ・建設業許可の決算変更届出書の書類の作成と届出 

   ・廃業届に係る書類の作成及び届出 

   ・経営規模等評価の申請及び総合評定値の請求に係る書類の作成と手続 

 

 

        令和  年  月  日 

 

           所在地（〒   －     ） 

 

               商号又は名称 

 

               代 表 者 名                          

 


